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表紙写真の説明

首都大学東京の原子・分子
物理実験専用の静電型イオン
蓄積リング(TMU E-ring)．
上段の写真は周長約 7.7 m の
レーストラック型リングの全
体を示す．下段左側の写真は
4 極電極ダクト，右側の写真
は偏向電極が収まっている大
型真空チャンバーの内部であ
る．静電型イオン蓄積リング
は，非常に重いイオンすなわ
ち多原子分子イオンやクラス
ターイオン，これまでビーム
として扱われたことのない生
体分子イオンまでを蓄積可能
である．この点に着目し，
レーザービームや他の粒子
ビームと衝突させることによ
って，巨大分子イオンを原子
レベルで研究することを目標
としている．さらに，イオン
蓄積リングのビーム軌道の周
囲全体を液体窒素温度まで冷
却することにより，分子イオ
ンをほぼ振動基底状態にまで
冷却可能である．本号に本装
置に関する解説記事が掲載さ
れているので，詳しくはそち
らを参照されたい．
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